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スクールカウンセラーの配置について

配置の方法

《小・中学校》
★ 拠点校配置【中小】
★ 拠点校配置【小小】
● 単独校配置【小】

※拠点校配置【中小】を
拡充し、すべての中学
校区に配置

≪高等学校≫
● 単独校配置

２７年度

《小・中学校》
● 単独校配置【中】
★ 拠点校配置【中小】
○ 巡回【小】
※中学校配置が中心

≪高等学校≫
● 単独校配置

２３年度

小学校 ７６校
中学校 １５９校
高等学校 ３１校 計２６６校

小学校 ３３８校
中学校 １５７校
高等学校 ３６校 計５３１校



スクールカウンセラーの活用について

事業の手引き

◆スクールカウンセラー等（非常勤）取扱要綱
・目的、業務、任用、任期、報酬、旅費、服務、分限及び懲戒、解雇、災害補償、守秘義務 等

◆スクールカウンセラー配置事業等取扱要領
・事業の趣旨、スクルカウンセラーの選考、調査研究課題の設定、配置形態、研修会、年次有給休暇 等

◆スクールカウンセラー配置に係る配慮事項
①スクールカウンセラーの適切な活用を図る。
※スクールカウンセラーの効果的な活用の方向性の共有、配置時間等の効果的な活用 等

②コーディネーターの設置と教育相談体制の充実を図る。
※コーディネーター及びスクールカウンセラーの公務分掌への位置づけ、教育相談体制の環境づくり
（教職員との良好な関係づくり、相談状況の把握、スケジュール管理、研修会等による専門性の
効果的な活用）

※相談に適した部屋の環境づくり
※職員室内へのスクールカウンセラー用の机の設置等

◆緊急支援の流れ
・緊急支援の流れのフロー図、派遣申請等の様式 等

◆スクールカウンセラー配置名簿

◆事業に係る事務処理について
・提出書類等の確認、事務手続きについてのＱ＆Ａ、連絡協議会及び研修会の日程 等
※（提示している様式）月別相談状況、月別勤務実績、配置校における調査研究課題及びまとめ、予算執
行実績報告書、相談活動記録、スクールカウンセラー自己評価票 等



スクールカウンセラーの活用について

三重県スクールカウンセラーハンドブック

◆子どもたちを取り巻く教育相談体制について
○教育相談体制の概念図 等

◆災害や事件・事故発生時における子どもの心のケア
○災害や事件・事故発生時における心のケアの留意点、スクールカウンセラーの役割、緊急支援の流れ 等

◆チーム支援について
○チーム支援について
・チーム支援とは、スクールカウンセラーとスクールソーシャルワーカーの役割、ケース会議とは

◆三重県が求めるスクールカウンセラーとは
・教育問題に関心があり、児童生徒や保護者の相談に積極的に応じることができる人
・児童生徒や保護者、学校の課題に応じて柔軟に対応し、豊かな人権感覚をもって適切に援助ができる人
・臨床心理に関して専門的な知識や経験を持ち、主体的・自律的に活動できる人
・教職員と良好なコミュニケーションを図り、学校という組織を意識した援助のできる人
・ケースのアセスメントができ、児童生徒や保護者、教職員に具体的な児童生徒の理解や支援について分か
りやすく伝えることができる人

○スクールカウンセラーの身分
○スクールカウンセラーの業務
・カウンセリング、教職員に対する助言や援助（コンサルテーション）、連携、研修
○配置された学校での確認事項
○困ったときのＱ＆Ａ

◆関係機関等との連携 ～主な関係機関一覧～

◆自然災害時における心のケア
○自然災害時における子どもの心のケアの進め方、教職員の心のケア、保護者の心のケア 等



これまでの取組の成果

● 小中学校で連携することで、支援の幅が広がり、途切
れのない支援につながります。

《活用例》
◆ 中学校区での研修会や事例検討会を実施し、「中学校区の子ど
も」として、情報共有し、多くの目で子どもたちを見守る体制を
築いた。

◆ 小学校６年生でＳＣが担任との連携で授業に入り、ＳＣとの顔
合わせをしたうえで、中学校に入学。中学校では、ＳＣが、１年
生全員に面談し、「困ったら相談できる」関係を築いた。

◆ 小中学校で兄弟姉妹関係がある場合、ケース会議で互いに情報
共有することで、支援の方向性が見えてきた。

◆ 中学校区の小中学校で、ＳＣの訪問日を保護者に周知し、中学校
区のどの学校でもＳＣとの面談が調整できるようにした。



問題解決サポートチームの活用について

※ スクールカウンセラーはＳＣ、スクールソーシャルワーカーはＳＳＷ、
生徒指導特別指導員は特別指導員と表示

中学校

【スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）】

【生徒指導特別指導員】【スクールカウンセラー（ＳＣ）】

・問題を抱える児童生徒が置かれてい
る環境への働きかけ
・福祉関係の関係機関等とのネット
ワークの構築、連携・調整
・学校内のチーム体制の構築・支援
・保護者、教職員等に対する支援
・教職員等への研修 等

・生徒指導上の課題についての管理職及
び生徒指導担当者等への支援・助言
・重大問題に関して学校への助言、児童
生徒及び保護者等への個別指導・支援
・問題行動の未然防止活動
・児童生徒の立ち直り等の支援
・校内暴力等により被害を受けた児童生
徒に対する支援

・児童生徒へのカウンセリング
・教職員に対する助言・援助
・保護者に対する助言・援助
・ストレスマネジメント等の予防的対応
・臨床心理に関する研修、事例検討
・事件・事故等の緊急対応における児
童生徒等の心のケア 等

【支援時の現状】
● 学校内で暴力行為や器物損壊
等の問題行動が日常的に起こって
いた。
● 家庭環境の不安定な生徒が多く、
保護者への支援も必要な家庭が
あり、教職員が疲弊した状況も伺
えた。

小学校 小学校

小 中 連 携

・小中連携指導部会
・合同事例研究会
・合同ケース会議
・ＳＣを講師に合同研修会
・ＳＣの中学校区での効果
的な活用

ＳＳＷ

ＳＣ

①ＳＣからの情報を受けて、市の福祉
担当課との連携のもと、保護者の就
職について支援を行った。
②進学先の高等学校に中学校での情
報を引継ぎをし、継続した見守りを
図った。

①生徒の面談から、保護者が失職して
いる状況が問題行動を繰り返す原因
ではないかとＳＳＷに相談した。
②虐待を受けている生徒の面談を行い、
児童相談所との連携や高校への引継
ぎについてＳＳＷに対応を依頼した。

ＳＳＷ

特別指導員

①特別指導員からの情報を受けて、
問題行動を起こす生徒の情報を小中
連携指導部会、合同ケース会議等に
おいて情報共有するとともに、支援の
体制を構築した。

①学校巡回や授業観察等を行い、徘
徊する生徒を個人指導し、その背景に
家庭の問題があるのではないかとＳＳ
Ｗに情報共有した。
※ 犯罪を伴うような事案については、警
察との情報共有を行った。

【支援結果】
①保護者の就職が決まり、家庭が落ち着いたこ
とにより、生徒の問題行動も減少した。
②当該生徒が高校進学後に中学校関係者、ＳＳ
Ｗを交えて支援体制について協議をした。

【支援結果】
①問題行動を繰り返す生徒の情報を小中連携
指導部会、合同ケース会議等において情報共
有するとともに、支援体制を構築した。また、教
職員間での情報共有の在り方等について助言
し、学校全体で取り組む体制を構築した。

（支援例１）

（支援例２）



スクールカウンセラーの効果的な活用を図るため

◆ 年度当初（４月）の連絡協議会で、効果的な活用等について周知徹底

◆ ハンドブック、リーフレット等の活用

◆ 年３回のスクールカウンセラー研修会の実施（学校やＳＣ等のニーズに応じた内容）

◆ スクールカウンセラースーパーバイザーの活用
※新任研修等での講義、新任ＳＣ等へのスーパーバイズ等

◆ 県教育委員会と市町教育委員会との連携
※学校訪問（Ｈ２７年度１００校、派遣時に随時）、 市町の研修会での講演等

◆ １５モデル中学校区での小学校から中学校への途切れのない支援の成果の還流
※小中連携推進委員会の開催（年に２回）
※連絡協議会や研修会の際に実践報告等

◆ 課題と報告（評価）の活用
※学校は、年度当初に「ＳＣ配置校における調査研究の課題」、年度末に「ＳＣ
配置校における調査研究のまとめ」を県教育委員会へ提出
※スクールカウンセラーは、配置の各学校ごとに「学校内での活動に関する自
己評価票」を提出


